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本誌167号に国連からでているアジアの地質鉱産に関

する出版物を紹介串し上げ花がそのあ&で花出版物と

行なわれた会合と恒ついてちょっとおしらせしたい.

出版をみたものはM虹e蝸王Res㎝rc⑧轟D蝋bp鵬nt

Ser圭㈱1N⑰由易6⑳Pr懇ζ轡穫磁湿霧餐磁出養双淡量君δ驚異独p⑰§量ムn

㈱theDe椛1opme耐｡童跳鮫｡1鋤皿鼠鶴猟概難破A幽

anδ細賄r幽S重である昔この会議は鰯蹄五胡東

京で關かれたもので読者の帝紀は禽擦閥接忍の会議紀

関係し色海お骨折下書鶯淀方も多いζ&お思督しな

んだ今嚢やっとでたのかというこ美紀もなゐう由ζ

の出版物は全部で3冊第五冊榔0凄買第藪巻36煩

第3巻18工員合計1･152頁にのぽるぽ雪大なものである.

SalesNo.はそれぞれ67.II.F.10R19K20価格

は各86藪米ドルで丸善などを通じζれ熔相当の

円貨で求めるこおができる宙

第エ紐は会議そのものの報告が第王部で郷頁籍声部

以下か技術的報告書である田第姦部剛ま次⑳よ蚤なも

のが含漢れポ

㍑が有油産業の最近の進歩でこれほ綴皿カフェ

地域内の諸国をあ域鈴各国をに分けてある苗

蝿は看泊地質～をく終工費フ湿地域と関連して～で

これをわげて

a金エカフェ地域および一般的なもの

bユ勿フ丑地域各園に関するもの

鴛蕊漁フ里地壊外の諸国終関す審もの

姦猛勇フ黒地域の鰯序紀関す蕃織舎(ご顯遂の鈴湖刺湖騰

おして出版の予定で今回の出版物の刺ζは奮護れていな

い)

としている.

2Cの石油探査の方港と技術は

一般的なものエカフェ地域内の各国内のv)

i般的なもの黒カフ皿錨域外諸国のもの

石渡探査に関する地質学駒方湊

地球物理学的および地球化学的方法

海上地域における探査方法

笠吻フユ地域の油田･ガス困実例報告(ζのfの分ばこ

涙鵠欝穂

れも別巻として刊行の予定で現在印刷中縞そ亀くζの文

か皆様のお賢紀と棄る頃にほ出版妻れてい篭と思う一眺呈夏､

D｡竃｡腕､29)

と分けられている割

以上2Cの嚢裏で錦夏巻に収められていて錦慧巻降

は石油開発の方法と技術貯蔵運搬利用が含まれ

獺の肴油開発の方漆と技術は

a掘井法

C生産舷

磁波槽工学翼搬概命棚加鰍加

⑧Re蹴蜘汝敬三醐曲鮎鴛二次圃収お盗ぴ｡o独蹴服地｡符に

分れ

胴の貯蔵運搬利用は

塾全滅的鞄よび一般的なもの

b貯蔵

獲運搬

δ剃周となりている

以上か第壌籍で錦警巻は経済技術的訓練1研修

国連の援助を含む､

艀には宥滴産業諸相の経済が収められその忍は}

般抽よびアジアの全滅的なもの帥婁アジア沓團

のもの祭が本地域外の諾園のもの&なりている､

鵬は技術繭の訓練1研修1現存する諸施畿の調養お

よび本載胸の将来の必祭事項をなりていて緩が

一般的のもの㈱菱域内沓圏紀聞す幕もので蕗る､

蝿1ま宥滴資源開発海関する国際連合の援助で淫

吻フ黒飽域各国記おげる愁のとして台湾とインド

におげるものの報文と前回の会議の勧告の実施

状況紀関する事務局の報告とが入っている.た

花レインドの分は壌G酬ζ収められたもの&岡

一文事務局の報告は第五巻の婁A叡にあるもの

と同一のものである｡

この看滴会議の報省書は前述のと潟ゆ非常に大部のも

ので澄蕃花め蜜ず臨時憶編集の専門家壷やとりて凄で

し海編集(原英文のてなおじがら始めねばならないもの�
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がかなりある)に相当の時目

をついやしてし凄い慧らに

これを出版する段となって

国連事務局の財政上の理由な

たいへん公刊かおく

れたものである｡この点い

さ妻か弁解が凄しくなるが肉

情愛ち友っとおしら但して

園遵縫少からぬ分担金を心し

ておられる資本の方療のご諒

解を克淀いと思う茗余談な

鎮諸の泳食ツチ添らζの点圃じくエカフェ

泰務局湯欄係しているアジア海上地域鉱産資源含向探

査調整委員会の場合は貸本台湾韓團などの加盟国

政府添その報告書なぎの出版をす眼かりひ蓄電げている

化め券常に早くしかも立派なものか公刊されるのと大

きな対照をなす.

以上のほか昨年王明末までに出版され花ものは前述

壌C董のけジァの滴蘭1ガス囲実例報告｣(第婁集1

第五集は狐.鼠｡D曲S串N6JOとして峨3年公刊)かある

怒けで｢五966年度鉱業発展年鑑Jと1967年12月紀行

なわれた肥料鉱物欝源セミナｰの報告書とは本年前半に

は出版される予定である茗

以上秘出版物紀ついてであるが会合&しては昨年7

月霧蝸から鮒簿嚢で上級地質技師作業部会(W拙畑

黛鮒蚊◎fS鰍池更GeOb威嚢鵤)7凋卿目から潔月3員室

で鉱物資源開発小委員会(S出C鰍滋量妓鑓鰍蝸鵬胴1

艮蜘蛆C磯D鍬曲岬㎝t)のいずれも第7圓員の会議が

イランの首都テヘランで行なわれ花苗面会議の属本代

表団おしては圭唐代表紀佐藤地質調査所長代表代理

をして同所の関根課長八木資本大使館一欝書記官顧

問として砦船三燕金属鉱薬取締役三枝蓋菱金属鉱業地

質技節長淋海上探査調整委貴会事務局からは地質調査

所沢遺の佐野博士淋それぞれ出席された由従って会議

そのものについては上記の方冷から詳しく報告沸な参れ

たと思うのでここでは杷想今度の会議悠ついて少しく

気のつい施点をのべる紀止める｡

第一の上級地質技師作業部会熔おいては代表団⑳出

席し淀国はオｰストラジアセイ孫ン中華民国(台

湾)フランスインドインチ率シアイラン肩本

韓国マレｰシアオランダ黒楓一ジｰランドフィ

リピンタイン連イギリ課アメリ吻合衆国の17の

加盟国その他の国として寓汽イツ国連の特別機関と

してユネス鴛国連開発計画局(UniteaNationsDe附

更◎岬鰍げ獅駆鰯鵬)亙AOその他の機関として世界地

質図委員会及び工亙temational.UnionofEmployersが

でている･鶏二の鉱産資源開発小委員会の方も出席国

･機関は同様でただユネスコと世界地質図委員会とが

これにはでていない.ここでちょっと奇異に感ずるの

はオｰストラリアニュｰジｰランド韓国台湾日

本な£のよ多な遠い所からも参加しているのに会議の

開かれたイラン⑫隣国であるアフガニスタンやパ勢スタ

ンが参加していないことでこの他不参加国には加盟

国のネパｰル外蒙古どルマラオスカンボジア

庸ベトナム及サモア準カ買盟国のホンコンブルネイ

があり線局載肉加盟国準加盟国合計23力国のうち

参加しなかっ花園鳶蝉分近くの1㍍国にも上るこになる.

このよ引はカフエ主催の各種会合紀不参加国がめだ

って書たζあは地質鉱産関係のみをとってみても近

年かなり顕著な現象でありζの他タイのように所長

局長級の人を送らず部畏級でもない若い技師二人のみ

を送アている国もあるのもζれら会議に対するその国

冷の考え方熔ついていささか暗示的とも恩われるし一

方域外加盟園の訂先進国Jフランスソ連アメリカ合

衆圏な勘婁多人数有カな代表國を送りこみイギリス

オランダも人数こそ少ないが精鋭の代表で非加盟国

である爾ドイツは相変らず学識経験はとみ識見の商

い連邦地質調査所長を派遣しているこをはあえて今会

議に限らぬことであるが前記多くの域内加盟国が欠席

し花のと正紀対照的である彗

以上のような現象は欧米各国側の域内各国に対する強

い進出意欲を示し一方いわゆる後進国である壊内加盟

国側の財政的困難国遠のあり方全体に対するあきたら

な巷両会議そのものの内容に対する不満国遠を通じ

ない国外からの援助の方をよしとすることなどなどから

き花ものであるともいわれているカ婁第二次大戦後エカ

フ笈のこの方繭に果たしてきた役割･機能について再検

討すべき時期秘きているということについては多くの

人海の意勅婁一致する所の様に恩われる.

なお螂9年度に行なわれる会合としては海上探査調

整委員会の会議カミ5月バン簑クで行なわれたほか前記

石滴シン斌ジウムの第四圓目の会議が10月1目から1畑

まで球一ストラリアの首都キャンベラで行なわれる予

定でこの繊ぽソ連の骨折りで斌一リング技術に関す

る見学旅行かソ連で行なわれるようになるかもしれな

レ､.

(筆煮は元所員現バンコクECAF里鞍務局)�


